
令和４年３月８日「国際女性の日」に当たっての岸田文雄内閣総理大臣ビデオメッセージ

皆さんこんにちは。内閣総理大臣の岸田文雄です。
本日３月８日は、１９７５年に国連が定めた「国際女性の日」です。ジェンダー平等と女性のエンパワーメント

に日頃から尽力されている全ての方々の熱意と取組に心から敬意と感謝を表しますとともに、皆様と共にこの日を
お祝いしたいと思います。
男女共同参画は、我が国政府の重要かつ確固たる方針であり、国際社会で共有された規範です。私の内閣が目指

す個性と多様性を尊重する社会において不可欠な要素でもあります。
しかし、我が国の現状は、ジェンダーギャップ指数が世界第１２０位であることに表れているように、諸外国に

比べて大変立ち遅れていると言わざるを得ません。こうした現状の背景には、男女間の賃金格差の存在や固定的な
性別役割意識など、構造的な問題があると考えられます。
我が国の女性が直面している課題と構造的な問題への対応の鍵は、「女性の経済的自立」だと考えています。こ

れを岸田政権の目玉政策である「新しい資本主義」の中核と位置付けました。
民間の賃上げに先んじた公的価格の見直し、男女間の賃金格差の是正に向けた企業の開示ルールの見直し、男女

が希望どおり働ける社会づくりなど、打てる手を全て打ち、女性が経済的に自立できる環境を整えてまいります。
「国際女性の日」に当たり、内閣総理大臣として、我が国及び世界の全ての女性が生き生きと自ら選んだ道を歩

んでいけるよう、力を尽くすことを改めてお誓いいたします。

（首相官邸HPより）
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